




要約:1987 年 8 月より,HTLV-1 地域内流行に対する母乳感染の重要性を証明するもっとも

確実・安全・容易な方法としてキャリア母親による母乳哺育回避介入試験を行っている.

この介入試験は 1989年 8 月末に 2年を経過した.母乳哺育回避により母子感染の大部分は

防止されるが,約 3%感染例が残り母乳以外にも感染経路の存在が示唆された.


